
 

 

 

  

 

 

  

 

 

教 材：『ピアノランド スケール・モード・アルペジオ』 

『バッハ インヴェンションとシンフォニア』 

New Edition、ウィーン原典版 など 

参考楽譜：樹原涼子新刊 ピアノ曲集『風 巡る』 

                             （以上 音楽之友社刊） 

※当日会場で販売いたします 

 音楽の物差し、音楽の大切な材料である「スケール」や「カデンツ」を、

受験準備と捉えるだけではもったいない。新たな視点で初歩から上級までを

見据えた教育方法を提案、子供の頃に学んだことが一生役に立つように育て

ていきませんか？ 

 「モード」や「アルペジオ」の学ばせ方についても、提案いたします。 

 従来の「ハノン」のスケールで子供に興味を持たせられなかったケースで

も、音感教育との連動により、素晴らしい成果が上がっていきます。 

〜話題の『ピアノランド スケール・モード・アルペジオ』を使って〜 

｢音色のパレットを持ち、ハッキリと使い分ける｣という考え方

で弾く 

小節線のない曲 手のひらのやさしいグリッサンド フェル

マータの魔法 etc. 

 

モードのテーマを、さまざまなバリエーションに変化させてい

くプロセス 

楽曲中での“完璧なペダル”～なぜそこで踏むのか、あげるの

か～ 
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樹原涼子公開講座 

熊本市生まれ。武蔵野音楽大学器

楽学科ピアノ専攻卒業。ピアノ教

本のベスト＆ロングセラー「ピア

ノランド」の著者。作曲、執筆の

かたわら、セミナー、コンサート、

公開レッスンを開催、独自のカリ

キュラムでマスターコース、樹原

涼子のコード塾、勉強会を開講、

音楽大学での特別講義などを通

じて、ピアノ教育界に新しい提案

と実践を続けている。 

2016 年出版の『ピアノランド ス

ケール・モード・アルペジオ』は

モードやコードをマスターして

アドリブまで世界を広げると、ピ

アニストの愛用者も多い。 

公式ウェブサイトは「樹原涼子」

で検索、   マークから公式

Facebook ページ、ツイッターアカ

ウントへ。 

 

◆音程感のある演奏とはどういうものか？ 

・心と耳が反応する演奏は、何が違うのか 

・半音、全音の感じ方のコツを体得して、バッハのインベンションに繋がる 

スケール指導法をマスターする 
  

◆スケールの特徴を表すカデンツを、スケールごとに学ばせる！ 

・カデンツのペダリングを美しく 

・踏む、上げるタイミングと、深さ、スピードのコントロールを学ぶ 

PTNA ピアノセミナー対象講座 


